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第
１
３
４
号
の
内
容

◆
職
員
紹
介

◆
入
学
式
等

◆
学
年
交
流
運
動
会

【
登
校
時
指
導
】

今
年
度
も
登
校
時
の
体
調
確
認
と
検
温
を
毎
日
行
い
、
生
徒
の
様

子
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

館林高校定時制

《
職
員
紹
介
》

４
月
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
始
め
、

始
業
式
・
入
学
式
の
日
も
正
門

前
は
サ
ク
ラ
の
ア
ー
チ
が
で
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
３
月
と
４
月
は
い

つ
も
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で

す
。３

名
の
４
年
生
が
卒
業
し
、

新
た
に
10
名
の
１
年
生
が
入
学

し
ま
し
た
。

今
年
度
の
教
職
員
の
異
動
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年
度

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
入
学
式
・
始
業
式
》
４
月
８
日(

火)

午
後
４
時
30
分
よ
り
古
茂
田
同
窓
会
長
、
田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
新
入
生

保
護
者
が
見
守
る
中
、
入
学
式
が
視
聴
覚
室
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
入

生
は
高
校
生
活
に
期
待
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
堂
々
と
式
典
に
臨
み
ま

し
た
。
担
任
か
ら
呼
名
さ
れ
る
と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、
委
文
校
長
か

ら
入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
入
学
式
後
に
は
担
任
と
副
担
任
が
紹
介
さ

れ
、
新
入
生
・
保
護
者
と
と
も
に
別
室
に
場
所
を
移
し
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、

保
護
者
会
を
行
い
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
は
始
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
始

業
式
後
に
は
担
任
・
副
担
任
の
発
表
が
あ
り
、
新
た
な
学
年
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

《
対
面
式
・
部
活
動
説
明
会
》
４
月
９
日(

水
）

両
行
事
と
も
生
徒
会
主
催
で
、
進
行
お
よ
び
開
式
・
閉
式
の
言
葉
等
を
生
徒
役
員
が
務
め
て

く
れ
ま
し
た
。

対
面
式
で
は
生
徒
会
長
の
ス
ミ
ル
ア
ン
君
か
ら
の
歓
迎
の
言
葉
、
新
入
生
代
表
の
挨
拶
は
篠

原
君
で
し
た
。
お
互
い
に
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
仲
良
く
高
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
部
活
動
説
明
会
で
は
各
部
が
工
夫
を
こ
ら
し
、
勧
誘
を
行
い
ま
し
た
。

《
学
年
交
流
運
動
会
》
５
月
９
日(

金
）

学
年
を
超
え
て
の
交
流
、
ま
た
１
年
生
の
歓
迎
も
兼
ね
て
「
学
年
交
流
運
動
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
最
初
は
『
大
型
ト
ラ
ン
プ
神
経
衰
弱
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
何
よ

り
大
切
で
し
た
。
次
に
『
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
』
の
シ
ン
グ
ル
ス
戦
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
の
練
習

の
成
果
が
現
れ
ま
し
た
。
最
後
は
『
ド
ッ
チ
ビ
ー
』
で
す
。
や
わ
ら
か
い
フ
リ
ス
ビ
ー
を
使
っ

た
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
種
目
で
す
。
和
気
あ
い
あ
い
と
行
い
ま
し
た
。
閉
会
式
後
に
は
パ

ン
を
配
付
し
、
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
学
年
交
流
運
動
会
」
の
目
的
の
通
り
、
全
員

が
笑
顔
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【入学式】

【令和７年度 定時制職員】

【担任紹介】

【始業式】

【司会】

【生徒会長挨拶】

【運営する生徒会】

【神経衰弱】

【ドッチビー】

【バドミントン】


